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Howden 社のエキスパートが世界中でト
レーニングと営業プロセスを円滑化 
拡張現実を利用したトレーニングと製品デモ
で製造メーカーの専門知識を効率よく伝達 
グローバル ビジネスにエキスパートの存在は欠かせま
せん。世界のどこかで設計され製造された製品がま
た別のどこかに運ばれていきます。つまり、製造部門
も、営業部門も、カスタマー サービス部門も、世界
中を飛び回るエキスパートのサポートに依存している
のです。従業員の専門知識を効率よく強化するため、
製造メーカーはリモートで実効性のあるトレーニング
を実施し、知識移転を推進する方法を求めています。 

拡張現実が知識、指示、トレーニングを作成、提供
する方法を進化させます。現実世界の上に 3D のデジ
タル コンテンツを表示できるこの便利なテクノロジー
により、安全かつ正確に作業をこなすうえで欠かせな
い重要な情報を現場の作業員に提供できます。リアル
な 3D 拡張現実を通じて、製造メーカーは専門知識を
効率よく広めたり、従業員が成功するために必要な知
識を授けたりできます。

Howden 社が見出したトレーニングと知識
移転改善の機会

スコットランドのグラスゴーに本社を構え、160 年を超
える業界での経験を有する Howden 社は、発電、石
油ガス、廃水、金属、採掘、輸送などさまざまな産
業部門の顧客に工業製品を提供するグローバル エン
ジニアリング企業です。高品質な空気・ガス処理ソ
リューションが主力商品で、そのバラエティ豊かな回
転装置は顧客が抱えるアプリケーション エンジニアリ
ングの難題の解決に貢献しています。 

Howden 社のエンジニアリングと製品のエキスパート
は、世界中の同僚と顧客をサポートするために大忙し
です。営業チームにトレーニングを施したり、製造チー
ムやフィールド サービス チームをサポートしたりする
ために出張することも少なくありません。出張には時
間とコストがかかり、効率的に数をこなせるプロセス
とは言い難いものがあります。 

たとえば、Howden 社はヨーロッパでターボ ブロワー 
( 圧力を利用して流体を移送する機械 ) の設計、エン
ジニアリング、製造を行っていますが、それが販売、
保守される国や地域は多岐にわたります。サービス、
製造、営業を担当する各チームがこの複雑な装置を
十分理解できるようにするには、効果的なトレーニン
グを提供するための手段が求められます。詳細を確認
する必要がある場合に物理的にユニットが必要になる
ことも多いため、困難が伴うこともあります。装置が
すでに運用環境にある場合には、トレーニング中に装
置をオフラインにしなければならないため、非稼動時
間に伴う多大なコストが発生する可能性があります。
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Howden 社が PTC とのパートナーシップを
通じて拡張現実トレーニングと新しい営業手
法を実装 
Howden 社は製品に関する専門知識を社内のチーム
に浸透させるのに適したソリューションを見つける必
要性を感じていました。そこで、リアルな 3D の仮想
製品デモを利用してリモートで高度にビジュアライズ
された拡張現実環境を提供することにしました。

すでに PTC とのパートナーシップ関係にあった 
Howden 社は、Vuforia Studio の独自の機能が複雑
でミッション クリティカルな装置についての理解を深
めるための拡張現実ツールに最適だと判断しました。
Vuforia Studio は効率よく拡張現実を作成して公開で
きるソリューションで、既存の 3D CAD モデルを活用し
て簡単に製品デモとトレーニングを実施できます。ヒ
ントを追加したり、よりわかりやすくしたりするため、
アニメーションシーケンスや ThingWorx の IoT データ
を組み込むこともできます。 

まずはヨーロッパのターボ ブロワー製品部門を対象
に、Howden 社は社内全体に展開するための標準化
された拡張現実トレーニング プロセスのパイロット プ
ログラムを企画しました。Vuforia Studio で構築した
リアルな仮想学習環境を通じて、Howden 社の製品
部門は、複雑な製品機能について地域の営業チーム
と他の社内チームを教育しています。この仮想学習に
より、知識の理解度と定着度が向上します。従来のプ
レゼンテーション形式と組み合わせることで、拡張現
実を通じた教育では情報を理解して消化しやすくなる
ことが明らかになったのです。 

また、このテクノロジーは新しいビジネス チャンスを
もたらします。営業チームが顧客に詳細な製品デモを
見せることができるようになるからです。Howden 社
の営業チームは、リアルにフルサイズで再現される仮
想製品を営業活動で活用しています。3D の仮想製品
デモのおかげで、巨大なコンプレッサーのサイズ、ス
ケール、機能をモバイル デバイスに表示された拡張
現実を通じて顧客に紹介できます。これは COVID-19 
の影響で対面式の商談ができなくなった状況で、特に
威力を発揮しました。 
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Howden 社で Data-Driven Advantage (DDA) 担当コ
マーシャル リードを務めるグレアム・ラッセル (Graeme 
Russell) 氏は次のように述べています。「おかげさま
で 160 年以上にわたって蓄積された当社の製品知識
を効率よく効果的に社内全体に浸透させることができ
ました」

Howden 社が効率性と実効性に優れたト
レーニング プロセスと営業プロセスを確立 
ここまで述べてきた過程を経て、拡張現実を取り入れ
た包括的なトレーニングと製品ビジュアリゼーション
が可能になりました。これによりエキスパートは所在
地が異なる複数のチームをサポートできるようになり、
業務の効率化と専門知識の浸透が進み、Howden 
社は業界における地位を確固たるものとしました。
Howden 社はすでに、他の製品ラインにも拡張現実ト
レーニングを広げる作業に着手しています。 

加えて営業チームは、顧客にリモートでより詳細かつ
魅力的なデモを見せるという手法で営業活動を加速
させています。COVID-19 がもたらす混乱が収束した
後でも、Vuforia Studio は各地の営業チームにとって
欠かせないツールであり続けるでしょう。
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